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記録のもれが多く発見されるパターン例 

 転職が多い 

若い頃に勤めていた記録が見つかった 

 （例）年額 ９８万円  ⇒  ２３４万円 

 姓（名字）が変わったことがある 

結婚前の旧姓の記録が見つかった 

 （例）年額 ４３万円 ⇒ １５４万円 

 色々な名前の読み方がある 

名前の読み方が間違って登録された記録が 
見つかった 

 （例）年額 ０万円  ⇒   １３７万円 

98 万円 

234 万円 

43 万円 

154 万円 

0 万円 

137 万円 

 以下の3つが、記録が見つかる人の実に約９割を占めています。 

（ポスター・パンフレットの内容から） 
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